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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・12/28（水）朝までにクリスマス会の報告書を提出すること。

・年末年始に伴う公休でスタッフ数が少ない為、事故のないよう業務に努める事。。

・12/27（火）医局連絡会がある為、出席できるコメディカルスタッフは参加をすること。

・12/30（金）17：15～納会、1/4（水）に互礼会がある為、日勤スタッフは参加すること。

・疾患別診療計画書、経過録の提出日を守り提出すること。

・久保興介様のデイケア体験利用日が1/12（木）へ変更となっている。

＜利用者様情報＞

デイケア

・野月　利章様～来所時、右手背に湿布をしており腫れがあるため理由を尋ねると、外出時に駐車場が凍結しており転倒し捻挫したとのこと。青山荘スタッフへ事実確認を行うと、日曜日に母様と外出をした際に家に帰りたくないという理由で母様の車を叩き、その際に怪我をしたと情報がある。本人へ受診の必要性について説明を行うと受診の希望が有り青山荘へ連絡し、13：30にデイケアを早退しその後整形外科受診となる。

・二川目　健治様～就労継続支援施設A型「こころの里うぐいす」の施設利用を機にデイケア利用を終了したい希望が以前聞かれていたが、主治医より就労施設・デイケアどちらも利用するよう説明を受け了承したと話す。バイク運転時の怪我により延期していた体験利用の再開は、障害者受給者証が届き次第行うとのこと。デイケアは1月6日から再開予定。

・田名部　浩平様～就労継続支援B型「うみねこ幸房」の体験利用を1月20日に行う予定となっている。それに向け心配や不安はないかを尋ねると「やってみないとわからない」「分からない事が有ったら聞く」と話す。調理作業に興味があるとのことで、年末年始行事での調理作業に参加することを提案すると承諾している。また、うみねこ幸房での業務には調理のほかにも様々な業務が有る事を振り返り、検討を進めていく。

デイナイトケア
・倉橋　生子様～昨日の夕方、カレンダーに関しての不満を話している。自身はカレンダーを自費で購入したが、他利用者様はビンゴ大会の景品等で貰っていることを不満に感じているとのこと。帰荘後は、不機嫌さが有り、「具合悪いから薬飲みに行けないです」と服薬に来ない様子が有ったが傾聴にて服用している。本日は強く不機嫌さが見られることなく穏やかに過ごしている。

・岩城　敏夫様～青風荘スタッフより情報提供が有り、青風荘内での当番について変更をしているとのこと。食事当番時にトイレに篭っていることが多い為、他利用者様への負担を考慮し食事当番の回数を4回に減らし、1人で行う掃除当番を4回に増やし、来月からその形で実施予定としている。本人様は快く承諾したとのこと。

・佐藤　ミツ子様～頭頂部に出来物があり、入浴後にデルモゾールG軟膏を塗布するよう青風荘スタッフより申し送りを受けている。

・奥山　以依子様～佐藤様同様に入浴後に左脛のかぶれにデルモゾールG軟膏を塗布するよう青風荘スタッフより申し送りを受けている。入浴後、本人様が軟膏塗布に来られ、塗布している。「タオルで擦ったらこうなった」と話しており、擦りすぎないよう再度伝えている。

ナイトケア
・下妻　康貴様～先日聞かれていた左下肢の痛みについて整形外科を受診し筋肉の疲労と言われたとことで「少しずつ良くなっているけど、まだ痛みはあるよ」と話している。仕事や生活場面でも痛みはあるが、支障がない程度とのこと。身体の様子を気に掛けながら無理のないよう生活をするよう伝えると「そうするよ」と穏やかに返す。

＜外来情報＞

・庭田　美紀子様～来年にはテレビを買いたいと話している。

・森　美智男　様～本人は仕事で来院できず、妻様が来院している。生活状況について「隠れて飲んでいるけれど、仕事をしてくれているので大丈夫です」と話している｡

＜事故の振り返り＞

○事故：デイケア利用者様の送迎担当の調整をしておらず、歩行不安定な当該利用者様(浅坂政美様)が徒歩にて来所(12月26日発生)

[状況]当日朝の申し送りに本日の送迎担当スタッフを確認し、送迎に慣れていないスタッフだったため、他スタッフ同伴で送迎時刻前に車両を取りに行き青陽館に持って来ている。その後、スタッフ間で思い込みが有り互いに自分が送迎担当ではないと勘違いしていたため送迎がされずにいた。

[原因]スタッフ間での情報共有の不確実さ・思い込み・確認不足

[対策]勤務表内に記載の送迎担当スタッフが誰かを朝の申し送り内で確実に確認する。その担当スタッフが業務の都合が付けられない場合には、そのスタッフが他のスタッフに相談し自身で調整する。当該患者様には、予定時刻に送迎が来ない場合には病院外来に連絡して頂き、送迎の依頼をするよう伝える。

